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平成24年3月期第2四半期累計期間の業績予想と実績値との差異に

関するお知らせ 
 

当社は、平成23年8月10日に公表しました平成24年3月期第2四半期累計期間（平成23年4月1日～平成23年9

月30日）の業績予想と、本日公表の実績値に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．平成24年3月期 第2四半期累計期間（平成23年4月1日～平成23年9月30日）業績予想値と実績値との差異 

   連結業績予想数値と実績値との差異                  （金額の単位：百万円、％） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

前回発表予想（Ａ） ４，７５０ △２８０ △１９０ △２００ 

今回実績（Ｂ） ５，０５１ △１５１ △２ △１７ 

増減額（Ｂ－Ａ） ３０１ １２９ １８８ １８３ 

増減率（％） ６．３ －  －  －  

（ご参考）前期実績 
（平成 23 年 3 月期第 2 四半期）

４，７１３ △３１９ △２９４ △２９０ 

 

 

２．修正の理由 

第2四半期累計期間における業績予想値と実績値との差異 

当社グループは、受注拡大に向け既存顧客の深耕や新規顧客の獲得に努めました。その結果、連結売上高につきま

して、鉄構輸送機事業は当初想定以上の需要回復の遅れや、設備投資の抑制などにより予想を下回りましたものの、

高圧機器事業及び施設機器事業の売上高が増加した結果、全体の売上高は、前回予想を上回りました。 

事業別には、高圧機器事業におきましては、主力製品であります小型ＬＰガス容器の販売数量はほぼ予想どおりで

したが、一般高圧ガス用容器が増加しまた、ＬＰガス充填設備などプラント工事の受注が増加した結果、事業全体の

売上高は予想を上回りました。施設機器事業におきましては、当事業部門の主力製品であります飼料タンク及び環境

資材の受注が増加したことにより、予想を上回りました。運送事業は、国内貨物輸送量が低水準で推移するなか、新

規荷主の開拓等新しい顧客ニーズに対応したことにより売上高はほぼ予想通りとなりました。 

利益面におきましても、売上高の増加要因に加え、固定費の削減、生産効率の向上などコストダウンに努めました

結果、営業利益、経常利益、四半期純利益ともに前回予想を上回りました。 

 

 

なお、通期業績予想につきましては、下期の経済情勢等において先行き不透明な要素が多いため、前回予想を修正いた

しておりません。今後、修正が必要となった場合は、速やかに開示いたします。 

 

※業績予想につきましては、発表日において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後の様々な要

因により予想値と異なる場合があります。 

 

以 上 


